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１．概要（Summary） 

核酸、イオン、タンパク質、糖などの生体分子を定量解

析するバイオセンサの開発は、疾病の診断や予後管理等、

医療分野に貢献する。バイオセンサの多くは蛍光標識法

による光学検出を採用しているが、光学検出法は専用の

レーザー励起システムや検出器が必要となることから装置

全体の小型化に不利だと言われている。一方で、高集積

化、ハイスループット化が期待されることから半導体技術

を利用した電気化学的検出法を用いたバイオセンサに関

する研究も活発になされている。センサ界面での局所的

な生体分子認識に起因する界面電位の変化または電流

値の変化を検出することにより、電気的なシグナル変化と

して生体分子を捉える。特異性や高感度化を検討する際

には、精密に制御された分子認識界面を構築することが

重要である。そのため本研究では、電気化学的手法を用

いて生体分子を検出するバイオセンサの基板のデザイン

や、生体分子固定化表面の構築条件を検討するための

基板を作製した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速マスクレス露光装置、全自動スパッタ装置、高圧ジ

ェットリフトオフ装置、ダイシングソー、３次元測定レーザー

顕微鏡 

【実験方法】 

4 インチ熱酸化膜付きシリ

コンウェハに、スパッタリング

にて 11 mm x 11 mmの Au

をパターン化後ダイシング

し、機能化界面評価用金基

板とした。Fig. 1に評価用金基板におけるリソグラフィー後

のエッジの光学顕微鏡像を示した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した評価用金基板の３次元レーザー顕微鏡画像

を Fig. 2に示した。Ag/AgClを参照電極としてモデル細

胞を Au 電極上に捕捉するための機能化界面構築に取

り組んでいる。界面修飾における反応時間や温度、溶液

濃度の最適化を行った後、電気化学計測へと繋げる。引

き続き、機能化界面構築法の検討を継続していく。 
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Fig. 1 Edge part of 

patterned gold. 

Fig. 2 Chip photo observed by three-

dimensional laser microscope. 


